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当研究室では、Ni 触媒、ジメチル亜鉛共存下、アルキン、1,3-ブタジエン及びアルデヒドを反

応すると、それぞれ 1 分子ずつ位置及び立体選択的にカップリング反応を起こし、ジエニルホモ

アリルアルコール 1 を与えることを報告している(式１)。[1] 
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また、同条件下ビニルオキシランとアルキンとの反応を行うと、炭素-酸素結合開裂に伴う、ア

ルキン、ジメチル亜鉛のメチル基の三成分カップリング反応が位置選択的に進行し、2,5-ヘプタ

ジエニルアルコール２を高収率で与えることを新たに見出した(式２)。[2] 
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さらに、ビニルオキシランの代わりにビニルシクロプロパンを用いても同様なカップリング反

応が進行し、2,5-オクタジエン３を速やかに高収率で与えた(式３)。 
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